
今はこんな様子だよ。

10 月４週目

　延々・黙々と行われている矧木・埋木作業、一見地味ですが重要な仕事です。部材は傷んでいる

と力を担えず、また他の健全な材に悪影響を及ぼす可能性があるので、取替を行う必要があります。

その際には傷みが著しいところだけを取り除き、健全な部分には手を加えず残して後世に伝えてい

きます。古材は存在するだけで価値があります。今はまだ分からなくても、将来古材から何らかの

痕跡や証拠が見つかるかもしれないからです。明治時代も古材を尊重した移築が行われていたので、

今回の修理に際して行われた調査によって新たな知見を得ることが出来たのです。

　　 えんえん　　もくもく　 おこな　　　　　　　　　　はぎき　　　うめき さぎょう　　いっけん じ　み　　　　　　じゅうよう　　しごと　　　　　　　ぶざい　　 いた

　　ちから　 にな　　　　　　　　　　ほか　　けんぜん　　ざい　 あくえいきょう　 およ　　　　 かのうせい　　　　　　　　　　　　 とりかえ　 おこな　 ひつよう

　　　　 さい　　　　いた　　　いちじる　　　　　　　　　　　　　　　 と 　　のぞ　　　　けんぜん　　 ぶぶん　　　　　て　　 くわ　　　　のこ　　　　こうせい　　つた

　　　　　　　　　こざい　　 そんざい　　　　　　　　　　 か　ち　　　　　　　　　　　　 いま　　　　　　 わ　　　　　　　　　　　　　　しょうらいこざい　　　　 なん

 こんせき 　 しょうこ　　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めいじ　じだい　　　こざい　　そんちょう　　　　いちく　　おこな　　　　　　　　　　　 

 こんかい　　しゅうり　  さい　　　 おこな    　 　　ちょうさ　　　　　　　　あら　　　　 ちけん　　　え　　　　　　　　　で　き 

木負・茅負の矧木・埋木作業。傷んだ

部分だけを丁寧に取り除き、適切に形

を合わせた新材に改めています。

　きおい　　 かやおい　　 はぎき　　　うめき さぎょう　　いた

　ぶぶん　　　　　　 ていねい　　 と　　 のぞ　　　　てきせつ　 かたち

　　　あ　　　　　　 しんざい　 あらた

斗栱の矧木・埋木作業。傷み具合に応じた補修作業を行って

おり、場合よっては全体取り替えるもの（＝新材加工）もあ

ります。多数ある斗栱をひたすら、黙々と繕う作業。根気、

丁寧さ、集中力が求められます。

 ときょう  　 はぎき　　　うめき さぎょう　　いた　　 ぐあい　　 おう　　　　ほしゅうさぎょう　 おこな

　　　　　　　ばあい　　　　　　　　 ぜんたい と　　　か　　　　　　　　　　　　 しんざい かこう

　　　　　　　　　あまた　　　　 ときょう　　　　　　　　　　　　もくもく　 つくろ　 さぎょう　　 こんき

 ていねい　　 しゅうちゅうりょく もと
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